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2021 年から厚生労働行政推進調査事業として『非加熱血液凝固因子製剤による HIV 感染血友病等患

者に合併する腫瘍への包括的対策に関する研究 』（研究代表者：東京大学医科学研究所感染症分野 

四柳 宏教授）が開始されました。当院ではこの研究に協力するために、患者様の診療情報を提供し

たいと考えています。 

 

【研究の目的と方法】 

この研究は、非加熱血液凝固因子製剤によりヒト免疫不全ウイルス（HIV）に感染した方が罹患し

うる悪性腫瘍についての研究です。 

HIV 感染者の予後は改善し、感染していない方と生命予後が同等となりました。しかし、様々な

生活習慣病、さらに悪性腫瘍の合併が問題になっております。非加熱血液凝固因子製剤による感

染者の場合、以前は HCV 感染に起因する肝臓癌が多くみられましたが、高齢化に伴いその他の悪

性腫瘍が問題となってきております。HIV 感染者が悪性腫瘍に罹患した場合、その免疫が不十分の

ため、感染していない方に比べ予後が不良の傾向があります。そこで、その実態を解明し、対策

をとるために、全国の HIV 診療拠点病院における患者様の診療情報を収集し、解析することにいた

しました。 

 

【対象となる患者様とご協力いただきたいこと】 

2015 年１月 1 日から 2022 年 12 月 31 日までに当院で診療を受けた非加熱血液凝固因子製剤によ

って HIV に感染された患者様の人数とそのうち、悪性腫瘍に罹患された方の情報（出生年、性別、

血友病の種類、腫瘍の種類、腫瘍の治療など）を本研究に使用させていただくことです。       

【研究期間】 

所長・病院長（多機関共同研究の場合、各機関の長）許可日～2026 年 12 月 31 日 

 

【個人情報保護の方法】 

診療情報は、この研究のもとで付された符号により厳重に管理し、研究に用います。個人情報

に当たる氏名、住所、電話番号などを収集することは一切ありません。符号と個人情報の対応関

係を記した資料（対応表）は当院の鍵のかかる保管庫にて厳重に管理します。 

 

【研究参加による利益・不利益】 

利益・・・本研究にご協力いただくことで、患者様に直接的に利益となるようなことはありませ

んが、今後の皆様の診断・治療の一助になることが期待できます。 

    不利益・・保存されている診療情報のみを用いるためご負担をおかけすることはありません。 

 

【研究協力の辞退について】 



 

本研究にご自身の診療情報が使用されることを辞退されたい場合には、下記[問い合わせ窓口] 

もしくは主治医・担当医までご連絡ください。辞退の連絡を受けた場合、患者様の診療情報を本

研究の対象から取り除きます。辞退のお申し出により、不利益が患者様に生じることはありませ

んのでご安心ください。但し、辞退のご連絡を受けた時に、すでに研究成果が論文などで公表さ

れていた場合は結果を廃棄できない場合もありますことをご了承ください。  

 

【研究成果の公表について】  

研究成果が学術目的のために論文や学会で公表されることがありますが、その場合も、患者様の

個人情報は厳重に守られますので、第三者に患者様の個人情報が明らかになることはありません。  

 

本研究は、東京大学医科学研究所の倫理審査委員会の審査と、所長及び病院長の承認を得ているこ

とを申し添えます。 

本研究についてのご質問は、下記の窓口までお問い合わせ下さい。また、本研究について詳しく

お知りになりたい場合には、研究計画書等の資料をご覧いただけますので（但し、他の対象者等の

個人情報や知的財産の保護等に支障がない範囲内で）、下記の窓口までご連絡ください。 

 

研究に関するお問い合わせ窓口： 

【鳥取大学医学部附属病院における担当者】 

氏名：岡田健作（医師） 鳥取大学医学部附属病院 感染症内科 

住所：米子市西町 36 番地 1 

電話：0859-38-6076  FAX：0859-38-6086 

 

研究代表者 四柳 宏 
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